
鹿児島県志布志市（一般市）

３実施方法について

実施方法 委託（委託先：志布志市社会福祉協議会）単年・随意契約

事業費 3,570千円（平成30年度）

理由
（委託）

・志布志市社会福祉協議会が行う事業である、ボランティア
調整、サロン活動、デイサービス、訪問給食など、居場所
や就労体験先として活用できると考えたため。

・自立相談支援事業、家計改善支援事業と共に委託しており、
支援員間の情報共有、情報伝達がスムーズに行えることで
事業を効果的に実施できると考えたため。

事業概要 ○就労準備支援員１名（専従）配置
○支援メニュー：就労体験、体力作り（ウォーキング、ヨガ
等）、料理教室、パソコン講習等

○就労体験について
・体験例：社協デイサービスでのお茶出し、工作、交流

民間企業のペットボトル分別作業等
・居場所作りを兼ねている。
・利用者の状況に応じた提案、柔軟な利用。
・就労体験事業所から利用者へ訓練費（謝金）支給有。

その他 ・しぶし生活自立支援センター「ひまわり」において、自立
相談、就労準備、家計改善３事業を一体的に実施。

４事業実績（H30年度）

５事業実施のポイント ～就労体験の有効活用～

１市の概要（H31年3月末現在） ２支援状況調査（H30年度）

人口

保護率

人

％

31,186

1.4

就労準備支援事業

６取り組んで良かったこと

○就労体験や体力作りなどの支援メニュー利用を通して、本人の特性や思

い・本音などを引き出すこともでき、自立相談におけるアセスメント向

上や利用者との関係性構築に繋がっている。

○地域の事業所と就労体験等を通して関わることで、生活困窮者自立支援

事業の理解と地域づくりに繋がっている。

Point

新規相談受付件数人口１０万人当た
り(件）

プラン作成件数人口１０万人当たり
(件）

就労支援対象者数人口１０万人当た
り(件）

就労・増収率(％）

34.3

6.4

5.0

一月当たり

一月当たり

一月当たり

※上記実績は全て生活困窮者。
※就労体験協力事業所数・・・26事業所（９法人）

●協力事業所において仕事の切り出しを行い、協力事業所内で
行う作業、センターひまわり敷地内で行う作業など利用者の状況
（単独での作業、２～３人での作業等）に応じて利用できている。
●協力事業所から訓練費を得られることで、働いて収入を得る感
覚・喜びや、やる気の喚起に繋がり、この経験を経てハローワーク
での求人検索や一般就労へ至るケースもある。

センターひまわり敷地内での作業 協力事業所内での作業

利用者 就職者

福祉就労への
つなぎ

就労支援への
つなぎ

13 1 8 5

144.4


